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業績予想の修正（連結及び個別）に関するお知らせ 

 

平成 23 年 5月 11 日付で公表いたしました平成 24 年 3月期（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3月 31

日）の連結並びに個別の業績予想を、下記の通り修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

・業績予想の修正について 

（１）連結業績予想数値の修正 

平成 24年 3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成23年 4月 1日～平成23年 9月 30日） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

3,480   

百万円

120   

百万円

115   

百万円 

65    

円 銭

5.28 

今回修正予想  （Ｂ） 3,238   18   △ 13   △ 22    △ 1.84 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ）  △ 241    △ 101    △ 128    △ 87    

増 減 率  （％） △ 6.9  △ 84.3  ―  ―   
(ご参考)前期 第 2四半期実績 

（平成23年3月期 第2四半期） 
3,572   136   91   51    4.18 

 

平成 24 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1日～平成 24 年 3 月 31 日） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

7,200   

百万円

250   

百万円

250   

百万円 

145    

円 銭

11.79 

今回修正予想  （Ｂ） 6,750   145    100   50    4.06 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ）  △ 450    △ 105    △ 150    △ 95    

増 減 率  （％）    △ 6.3  △ 42.0   △ 60.0 △ 65.5   

(ご参考)前期実績 

（平成23年3月期） 
6,830   222   162   106    8.63 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）個別業績予想数値の修正 

平成 24年 3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成23年 4月 1日～平成23年 9月 30日） 

  売 上 高 経常利益 四半期純利益 
1株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

3,470   

百万円

115   

百万円 

65    

円 銭

5.28 

今回修正予想  （Ｂ） 3,233   △ 13   △ 23    △ 1.89 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） △ 236   △ 128   △ 88    

増 減 率  （％）    △ 6.8 ―   ―    

(ご参考)前期 第 2四半期実績 

（平成23年3月期 第2四半期） 
3,567   87   48    3.91 

 

平成 24 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1日～平成 24 年 3 月 31 日） 

  売 上 高 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

7,170   

百万円

250   

百万円 

145    

円 銭

11.79 

今回修正予想  （Ｂ） 6,740   100   50    4.06 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） △ 430   △ 150   △ 95    

増 減 率  （％）    △ 6.0 △ 60.0 △ 65.5  
(ご参考)前期実績 

（平成23年3月期） 
6,821   157   102    8.38 

 

 

（３）修正の理由 

 

   １．連結業績について 

第２四半期累計期間につきましては、冷却塔充填材や照明部材向けに復旧需要がありましたもの

の、主要分野である電機・電子・自動車向けを中心に内外需要が低迷したことから主力製品の売上が

伸び悩み、加えて、一部製品が安価な中国品流入の影響を受けたこともあって、売上高は当初予想

に比べ減少いたしました。利益につきましては、営業利益は主にこの売上減が響いて予想を下回り、

経常利益、当期純利益は、円高進行による為替差損の計上に加え、震災によって荷崩れした在庫品

を処分したため、ともに赤字となりました。 

なお、通期の業績予想につきましては、内外に向けたより積極的な拡販活動を展開するとともに、

種々のコストダウン施策を講じることで業績の改善を図ってまいる所存ですが、当第２四半期の業績に

加え、継続的な円高、米欧や中国経済の減速懸念等景気の下振れ要因等を考慮して業績予想を修

正するものです。 

 

   ２．個別業績について 

      個別業績の修正理由は、連結業績予想と同様であります。 

以上 


